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One of a troublesome problem in a dormitory is a long queue in front of a washing machine. In this paper, our group 

proposes a washing machine reservation system in a dormitory and a user interface design as a smartphone application. 

Students living in the dormitory can reserve the washing machine from their smartphone using the proposed system. The 

questionnaire results from both students and teachers confirm the effectiveness of it. 
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１．はじめに 

 

学生寮を代表する集団生活では、制服や体操服、部

活動の練習着や、場合によっては、実習服、白衣等の

汚れの強い洗濯物が多い。集団生活では多くの場合、

各自の責任で洗濯をするが、衛生のためにも暑い時期

は洗濯を毎日行うことが望ましい。しかし、宿泊施設

の設備によっては、限られた数の洗濯機や洗濯乾燥機

しかなく、特に、入浴前後の時間帯はたいへん混雑し、

順番待ちをする様子が見受けられる。 

通常、洗濯には数十分、乾燥には数時間の運転時間

がかかるため、洗濯機の運転が終わるまで洗濯場で待

機したり、順番が回ってくるまで洗濯場の近くで過ご

すのは現実的ではない。そこで、何人かの利用者が順

番待ちをしている場合は、洗濯かごを置くことで洗濯

機の使用を予約する工夫を行うが、洗濯機がちょうど

空いた時に洗濯場にいなければ、他者に割り込みをさ

れてしまうといった問題が発生する。これを避けるた

めに、利用者は、自分の順番が回ってくるまで何度も

状況を確認したり、何時間も洗濯場近くに待機しなけ

ればならない。また、洗濯が終わったときにすぐに取

りに行かないと、洗濯物が洗濯機から勝手に取り出さ

れ、衣服が無くなったり、プライバシーの問題に発展

する場合がある。 

そこで本研究では、上記の問題を解決するために、

洗濯機使用の利便性向上を目的として、学生寮におけ

る洗濯機利用の予約・通知システムを提案する。本シ 

ステムでは、個人所有のスマートフォンと、各洗濯場

に設置するタブレット端末を用いる。洗濯機を使用す

る際は、スマートフォンより予約を行う。予約の順番

が回ってきたら、洗濯機予約者のスマートフォンに洗

濯機使用可能通知が届く。洗濯機を使用する際は、洗

濯機予約者が洗濯場のタブレット端末に洗濯機使用情

報を入力する。これらの情報はサーバによって管理さ

れ、利用者は、洗濯機の予約状況および稼働状況を確

認できる。 

本研究を進めるにあたり、津山工業高等専門学校寄

宿舎(北辰寮)を調査の対象とする。本論文で提案する

洗濯機予約・通知システムは、北辰寮での調査結果を

反映している。また、スマートフォンおよびタブレッ

ト端末用アプリケーションを設計し、その使いやすさ

について調査したアンケートの結果を報告する。 

以下に本論文の章構成を示す。まず、2 章では、集

団生活の代表として学生寮について紹介する。3 章で

は、洗濯機予約・通知システムの概要を述べる。4 章

では、画面設計について示し、5 章で評価結果を報告

する。6 章で関連研究を示し、７章で本論文のまとめ

を行う。 

 

２．北辰寮の環境 

 

本章では、集団生活の例として、津山工業高等専門

学校北辰寮について紹介する。 

 

２．１ 入寮者数 

北辰寮の入寮者数を表１に示す。[ ]内の数字は、

留学生の人数である。全部で 5 棟ある寮棟は、1 棟を

女子寮、残り 4 棟を男子寮として運用しており、各階

に25～40人程度の寮生が在寮している。 
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表１ 北辰寮の入寮者数 

平成27年度 男子寮生(人) 女子寮生(人) 

1年 76 7 

2年 69 5 

3年 77 [6] 7 [1] 

4年 74 [2] 11 [2] 

5年 52 [3] 7 [2] 

合計 348 [11] 37 [5] 

 

寮棟には各階につき 1 部屋の洗濯場が設置されてお

り、原則として、寮生は居室のある階の洗濯場を利用

する。洗濯機および乾燥機は、各洗濯場に2～8台ある。

例として、第五北辰寮では、1階から4階に各30名の

寮生が在寮しており、各階の洗濯場に 4 台の洗濯機と

4台の乾燥機が設置されている。 

 

 ２．２ 洗濯機の使用状況 

学校生活では、日々の授業や課外活動を通じて、制

服、体操服、部活動の練習着、実習服等の汚れの強い

洗濯物が多く出る。部屋に何日も放置するのは衛生的

でないため、夏季は毎日、それ以外の季節でも少なく

とも2～3日に一度は洗濯を行う。 

一方で、津山高専では、平日は授業が 16 時 25 分ま

であり、その後、多くの学生が部活動に参加するため、

寮生が寮棟に戻るのは19時前になる。そのため、この

時間帯以降に洗濯機の利用が集中する。洗濯機は各階

につき限られた台数しか設置されていないため、25～

40人の寮生が洗濯を終えるまで洗濯場は混雑が続く。 

例えば、30名の寮生が在籍するフロアに6台の洗濯

機が設置されている場合、1 人の洗濯にかかる時間が

40分とすると、効率よく洗濯機を利用したとして、全

員が洗濯を終えるまでに3時間20分かかる。最初の寮

生が18時頃から洗濯を始めたとしても、最後の寮生が

洗濯を終えるのは21時半近くになる。就寝前の点呼が

22時半であることを考えると、寮生の活動時間に対し

てあまり余裕がないことが分かる。 

そこで寮生は、図１のように各自の洗濯かごを、使

いたい洗濯機の前に並べて順番を待つ。しかし、この

ように洗濯かごを使って洗濯機の順番待ちをしていて

も、自分の一つ前の人が洗濯を終了した時にちょうど

洗濯場にいなければ、自分よりも後から来て順番待ち

をしている人に順番を飛ばされてしまう。また、洗い

終わった洗濯物をすぐに取りに行かなければ、順番待

ちをしている人に洗濯機の外に勝手に出されてしまう

ことがある。 

これらの問題点を解決するために、本研究では、自

分の順番になった時と、自分の洗濯が終わった時に、

スマートフォンに通知が届くシステムを提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 洗濯場の様子 

 

 

３．洗濯機の予約・通知システムの概要 

 

３.１ システムの全体構成 

図 2 に洗濯機の予約・通知システムの全体構成を示

す。洗濯機の予約には個人所有のスマートフォンを使

用する。洗濯機利用の際は洗濯時間を申告するために、

各洗濯場につき１台のタブレット端末を設置する。洗

濯機の予約状況の管理や洗濯終了の通知を行うサーバ

は、寮の事務室に設置する。 

洗濯機の予約に個人所有のスマートフォンを利用す

ることで、寮生は、洗濯場に行かなくても居室や食堂

等で予約ができる。また、待ち時間に洗濯場を離れて

過ごしていても、洗濯機の使用可能や洗濯終了の通知

を受信できる。一方で、本提案システムは洗濯機本体

と連動していないため、どの洗濯機を誰が何分間使用

するかの情報を、利用者がサーバに送信する必要があ

る。本操作を利用者が忘れることなく確実に行うため

に、洗濯機の近くにタブレット端末を設置することと

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 予約・通知システムの全体構成 
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洗濯機を予約する際は、まず、スマートフォンより

メールアドレスとパスワードを入力し、ユーザ認証を

行う。次に、居室のある階の洗濯場に設置されている

洗濯機から目的の洗濯機を選び、予約を行う。アプリ

ケーション上では、各洗濯機の待機人数を確認できる。 

洗濯が終了すると、サーバは、洗濯機使用者のスマー

トフォンに洗濯終了の通知を送信する。同時に、洗濯

機予約者のうち、待ち行列の先頭の寮生のスマートフ

ォンにも利用可能通知を送る。ここで、洗濯終了時間

は、洗濯場に設置のタブレット端末より入力されたお

およその時間である。 

洗濯機を使用する際は、洗濯場に設置のタブレット

端末に、パスワード、洗濯機番号、使用時間を入力す

る。パスワードを入力することで、その洗濯機を使お

うとする寮生が、当該洗濯機の待ち行列の先頭の寮生

であるか否かを確認する。もし、予約した洗濯機と異

なる洗濯機を使おうとしている場合は、その旨をタブ

レット端末に表示するとともに、当該洗濯機の待ち行

列の先頭の寮生にメッセージを送信する。 

サーバでは、洗濯機の予約および使用状況を管理し、

利用者に通知を行う。そのため、本システムはサーバ

クライアントモデルで構築する。サーバでは、寮生の

氏名、部屋番号、メールアドレス、パスワード、洗濯

機情報等を管理する。洗濯機の予約が行われると、洗

濯機ごとに生成する待ち行列の末尾に予約者を追加す

る。洗濯開始時は、タブレット端末より入力された使

用時間に従って洗濯時間をカウントダウンし、残り時

間がゼロになったところで通知を行う。予約の変更や

削除が行われると、待ち行列から予約者を削除する。

変更の場合は、変更後の待ち行列に予約者を追加する。

なお、本システムはオンラインでの利用を想定してお

り、寮棟内に必要なネットワークが敷設されているこ

ととする。 

 

３．２ 寮生データ 

北辰寮では、寮生名簿を電子データとして管理して

いる。寮生名簿には、部屋番号、学科、学年、氏名、

ふり仮名等の情報が含まれている。部屋番号は「1234」

のように 4 桁の数字で構成されており、左端の数字が

寮棟番号、左から 2番目数字が階、右の2桁の数字が

その階での居室番号である。本システムでは、寮生名

簿を CSV 形式に変換することで、本システム用の寮生

データを生成する。寮生名簿を活用することで、管理

者による利用者登録等の作業を省き、システムの保守

運用に関する手間を削減する。 

新入寮生は、本システムの初回利用時に、メールア

ドレスとパスワードを登録する。新入寮生が使用する

洗濯場を特定するための寮棟および階の情報は、部屋

番号から自動的に割り出すため、初回利用時に入力す

る必要はない。 

本システムの寮生データの更新は、入学および卒業

による寮生名簿の新規作成時と、部屋替えによる寮生

名簿の修正時に行う。北辰寮の場合は、4月と 9月に 1

回ずつ、寮生データの更新を行う。いずれの場合も、

新規作成あるいは修正後の寮生名簿を CSV 形式に変換

し、サーバの指定の場所に保存するだけの簡単な作業

であるため、基本的なパソコン操作ができる者であれ

ば担当可能である。 

寮生が退寮および卒業した場合は、寮生データより

学生の登録を削除する。これにより、寮生以外の本シ

ステムの利用を防ぐ。また、メールアドレスの変更は、

本システムを通じて個人所有のスマートフォンより行

う。 

 

４．画面設計 

 

 本研究では、提案システムを実現するためのアプリ

ケーションの設計を行った。本章では、洗濯機予約の

際に使用する、個人所有のスマートフォン向けアプリ

ケーションおよび洗濯場に設置のタブレット端末向け 

アプリケーションの画面設計を示す。スマートフォン

向けアプリケーションを洗濯機予約アプリケーション、

タブレット端末向けのアプリケーションを洗濯機使用

アプリケーションと呼ぶ。 

洗濯機予約アプリケーションには、新規登録、洗濯

機予約、乾燥機予約、予約変更・削除の 4 つのメニュ

ーがある。図 3にメニュー画面を示す。 

本システムの初回利用時は、新規登録より図 4 の新

規登録画面に進み、メールアドレスとパスワードを入

力する。ここで、新入寮生は年齢が低く、ユーザ登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ メニュー画面 
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操作に不慣れであると予想できるため、入力および確

認を確実に行えるように、パスワードを表示させてい

る。洗濯機の予約の際に行うユーザ認証では、パスワ

ードを表示させない。 

洗濯機(乾燥機)予約の際は、洗濯機(乾燥機)予約か

ら、図 5 に示す洗濯機(乾燥機)予約画面に進む。一覧

に表示されるのは、居室のある階の洗濯場に設置され

ている洗濯機である。また、ここでは、各洗濯機の予

約人数や待ち時間が表示される。寮生はそれらの情報

を確認し、洗濯機を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 新規登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 洗濯機予約画面 

現在の予約を変更または中止する場合は、予約変

更・削除から、図6に示す予約変更・削除画面に進み、

予約の変更または削除のいずれかを選ぶ。予約変更の

場合は、図5の洗濯機(乾燥機)予約画面に遷移する。 

 各洗濯場には、タブレット端末を 1 台ずつ設置し、

洗濯機使用アプリケーションを通じて、現在の洗濯機

稼働状況を把握する。そのため、洗濯機(乾燥機)を使

用する際には、図 7 に示す洗濯機(乾燥機)使用時間入

力画面より使用する洗濯機(乾燥機)を選び、おおよそ

の使用時間を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 予約変更・削除画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 洗濯機使用時間入力画面 
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５．評価 

 

 洗濯機予約および洗濯機使用アプリケーションが寮

生にとって使いやすく設計されているかどうかを調査

するために、北辰寮寮生96名と教員5名を対象にアン

ケート調査を実施した。調査のうち、操作性に関する

結果を図 8 に示す。操作性の調査では、提案アプリケ

ーションの画面について、「大変使いやすい」「使いや

すい」「普通」「使いにくい」「大変使いにくい」の5段

階で評価した。 

調査の結果、「大変使いやすい」または「使いやすい」

が全体の70.3%となり、良好な結果が得られた。「大変

使いにくい」は0%、「使いにくい」は4%であった。「使

いにくい」の理由として、「洗濯終了時刻を表示してほ

しい」「ボタンを大きくしてほしい」等の意見が挙がっ

た。 

 

６．関連研究 

 

関連研究として、阿部ら１）は、家電の設定予約・通

知システムを構築している。ここでは、ユーザの行動

の変化に合わせて家電の状態を通知する。例えば、ユ

ーザが外出中にエアコンが ONであれば、スマートフォ

ンにメッセージが送信され、そのメッセージからエア

コン停止の操作が可能となる。これにより、暮らしの

安全性と経済性の向上を目指す。 

片山２）は、学生のゼミ指導予約・自動更新システム

を通じて、予約システムの構築手順を報告している。

就職活動によりゼミに出席できない学生のために、Web 

ページを利用してゼミ指導の予約・変更を行うシステ

ムを構築し、学生の就職を支援する。これにより、学

生が申請用紙を記入し、担当教員に提出する手間や、

教員がゼミの予約状況を調べて、他の学生との調整を

行う手間を軽減する。 

 

７．まとめ 

 

本研究では、集団生活の利便性向上を目的として、

寮の洗濯機予約・通知システムの提案と画面設計を行

った。また、本システムに対するアンケート調査のう

ち、操作性に関する結果を報告した。 

今後の課題として、本システムと洗濯機本体との連

携が挙げられる。現状では、洗濯場に設置のタブレッ

ト端末と洗濯機が連動していないため、タブレット端

末に入力しなくても洗濯機を使用できる。北辰寮は寮

生自身による寮運営体制が整っており、本システムの

運用検討に当たり、それに頼る面があった。北辰寮以

外の学生寮がこのような運営体制とは限らないので、

将来的には洗濯機および乾燥機のデバイスの一部とし

て、内部に組み込むことを目標としたい。 
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図８ 操作性に関するアンケート調査結果 
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